
ＨcsＮewsＬetter
2004/08/02

HcsNewsLetter は、隔月に発行される、HCS関連の最新情報をお送りするニュースレターです。
本ニュースレターに記載の情報はすべて編集時点のものです。情報の内容や URL 等が変更されている場合があります。
あらかじめご了承ください。
※本文中の商品名、会社名は各社の商標または登録商標です。

ー第０２号ー

HEADLINE

サービス

イベント・セミナー

イベント・セミナー

⇒個人情報保護法対策セミナーを開催しました！

予定・その他HCS
ﾆｭｰｽ

⇒ｾｷｭﾘﾃｨ対策総合ｿﾘｭｰｼｮ
ﾝ開始！
⇒HIT Wave動画配信ｻｰﾋﾞ
ｽ開始！

⇒(6/10,11)
生産管理ｼｽﾃﾑｾﾐﾅｰ開催
⇒(6/14,15)

個人情報保護法対策

ｾﾐﾅｰ開催
⇒(7/15,16)

物流＆RFIDｾﾐﾅｰ開催
⇒(6/22～7/16)

全国6ｹ所開催ｸﾞﾛｰﾘｰｿ
ﾘｭｰｼｮﾝﾌｪｱ2004に「債権
書類管理ｼｽﾃﾑ」を出展

予定
⇒(8/25～27)
～短納期・ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ・在
庫圧縮を実現する生産
管理ｼｽﾃﾑ体験ｾﾐﾅｰ～
⇒9/1ﾘﾘｰｽ予定
XML Webｻｰﾋﾞｽ対応
『ﾀｰｺｲｽﾞ販売管理』
ﾀｰｺｲｽﾞ(ﾄﾙｺ石)は｢旅の
守護神｣｢繁栄｣｢与える
喜び｣を意味します

⇒(10月)個人情報保護法
対策ｾﾐﾅｰ第2弾
⇒(10/29～31)
とやまﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ祭
（共催）
⇒(11/10)
HCSｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｪｱ開催
（とやま自遊館）

その他社内ﾆｭｰｽ等
⇒(6/21)株主総会
⇒(6/22)新3ｶ年計画
「VC110ﾌﾟﾗﾝ」発表
⇒(7/23)H16年度上期個人
情報理解度WBTﾃｽﾄ完了

⇒(8,9月)SE,SA向け道場
⇒(8月)中国文化研修ｽﾀｰﾄ

6/14～15福井・金沢・富山にて、「個人情
報保護法と企業の対応」「セキュリティにお
ける脅威と対策」「IT資産管理ソリューショ
ンQND Plus」のセミナーを開催しました。各
会場ともほぼ満席となる百数十名様のご来場
があり、セキュリティへの関心の高さが表れ
ていました。
セミナー終了後にはアンケートにご協力い

ただき、その集計結果の一つは、

Q.「個人情報の取り扱いのフロー（授受・
管理、漏えい時の対処方法）は？」

A.「既に決まっている」or
「2005年4月までに策定する」･･･20%
「将来的に策定」or「未定」･･･66%
「対策が必要かどうか分からない」･･･14%

となっています。（有効回答93社）

各企業・団体様の過半数が、これから対策を検
討される段階のようです。
セミナー開催後、個別訪問してご相談させてい

ただくケースが増えています。今後も、お気軽に
お問い合わせ下さい。
なお、各主務官庁の指針が出揃う10月頃には、

改めて本テーマでセミナーを開催する予定です。

7/15～16富山、金沢、福井にて、「高機能物流センター管理システム Web-PROCESSIO」「物流分野
におけるICタグの実用事例紹介」のセミナーを開催しました。流通業を中心に、50名様に上るご来場を賜
り、誠にありがとうございました。 歩かせない・考えさせない・探させない

HCSでは、全国で百数十の物流センター導入実績を誇るロジス
ティクス・システム「ＷＥＢ－ＰＲＯＣＥＳＳＩＯ」を展開している（株）フ
ルノ・テクノワークス(FTW)と、北陸地区での協業体制を整えまし
た。本セミナーの構築事例としては
月星化成・・・出荷引当後の欠品率数%→0.02%を実現し、0.001%

を目指すまでに精度向上。
イエローハット(3PLのアンゼン)・・・出荷量35行/時間→80行へ。

業務の標準化と人件費削減。
ジーマック・・・GPS運行管理も含めた物流改革実現。
を紹介しました。なお、当日紹介できませんでしたが、北陸近隣に
おいては、ABM(Activity Based Management)手法適用先である、
新潟酒販やマルタケ（医薬品卸）の事例もあります。
今後は、HCSの販売・生産業務における豊富な実績と高品質な
パッケージソフト、さらにはHIT-NET(地域流通VAN)をはじめとす
るアウトソーシング設備の提供を組み合わせて展開していきます。
既に、石川県内の3PL業者様への導入が決定しているなど、3年
間で15～20センターの物流システム構築を目指します。

⇒業界勝ち組の物流システム＆ＲＦＩＤセミナーを開催しました！

話題のＲＦＩＤ

Radio Frequency Identification の略
で、電波を利用した認証 (認識) 技術の
総称です。最近では、「RFID = ICチッ
プを利用した非接触認証技術」 を意味
するものとして使用されています。
現在は実証実験の段階といえ、国際
標準化や電波法規制枠等の課題を乗
越え、2008年度頃には、広範囲での普
及が見込まれています。

【これまでの実験の例】
・衣料品の流通履歴や売り場での商品管理で利用。
・家電製品の物流効率化やリサイクルに役立てる実験も実施。
・航空旅客荷物を自宅から旅先へ。手ぶら旅行を実現。
・出版業界では、万引きや不正流通の防止。
・鶏肉、青果物の生産履歴、流通履歴の管理。消費者は、インタ
ーネットを使って参照可能。

熟練性を必要としない、倉庫管理システム

RFIDとは？
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【【お問合せ先お問合せ先】】

北陸コンピュータ・サービス株式会社
営業本部 ビジネス推進部
〒939-2708 富山県婦負郡婦中町島本郷47-4

（富山イノベーションパーク内）
TEL. 076-495-9824  FAX. 076-495-9842
E-mail:sales@hcs.co.jp
URL   :http://www.hcs.co.jp

⇒「ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団」富山公演にＨＣＳ協賛

北陸地域の芸術・文化発展のため、

「ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団」（ワレリー・ゲルギエフ指揮）富山公演にＨＣＳも協賛しています。

⇒ＨＣＳ新３ｶ年計画－HCS掲載記事 ≪6/22：北日本新聞社、日本経済新聞社、6/28：富山・北国新聞社より≫

～ わたしたちＨＣＳの経営理念 ～

■HumanRelations
HCSは、人と人との繋がりを大切にし
■Creative IT Corporation
創造的なIT企業として

先進的なITサービスの提供を通して
■Sincerity
地域社会とお客さまの発展に

熱意と責任感をもって貢献し続けます

ソフトウェア開発などの北陸コンピュータ・サービス（ＨＣＳ、婦中
町島本郷、水野憲一社長）は、情報セキュリティー分野を中心に
コンサルティングとアウトソーシングの受託拡大を柱とした本年度
からの新3カ年計画を策定した。人材育成など体制づくりも進め、
最終年度の18年度の売り上げ目標を15年度比26㌫増の88億円
に設定。創業40周年の19年度には売上高100億円を目指す。
コンサルタントビジネスは高度情報処理資格を持つ営業マン60
人を軸に展開。顧客企業に経営課題の整理や問題解決策を提
案する「上流ビジネス」を強化する。
不正アクセスや個人情報漏えいを防止する情報セキュリティー
分野で同社は、プライバシーマークは北陸トップを切って取得し、
また、富山、金沢センターについて、日本品質保証機構からＩＳＭ
Ｓ（情報セキュリティーマネジメントシステム）の認証を取得し、体

制を整えてきた。
こうした強みを生かし、顧客のネットワークやサーバーを365日、
24時間体制で監視するサービスを積極的に提案する。
事業拡大に向けて今後3年間で新たに100人を採用するほか、Ｉ
Ｔコーディネーターなど高度な資格を持つ開発人員を現在の80
人から140人に増やす。
今年5月には北陸のソフト開発会社など12社で構成する「ＨＣＳ
コアパートナー会」を設立。
中国ビジネス拡大をにらみ来春から中国人の採用を始める。同
国でのオフショアリングも拡大し、上海近郊で調査を始めており、
拠点開設も検討する。

（以上、各社原文より抜粋）

情報セキュリティー拡大 19年度に売上高100億円へ

2004.11.11（木） 開演１９：００（開場18:00）オーバード・ホール

チャイコフスキー：交響曲第6番「悲愴」、
ワルツ「ウィーン気質」、Ｊ．シュトラウスⅡ：皇帝円舞曲etc.

主催：（財）富山市民文化事業団/富山市/北日本新聞社

共催：北日本放送/FMとやま/北陸放送

後援：富山商工会議所/オーストリア大使館 協賛：21社1団体

⇒グローリーソリューションフェア２００４に「債権書類管理システム」出展！

6/22福岡をかわきりに、広島・大阪・名古屋・前橋、最終
7/16仙台と、６つの会場にてグローリーソリューションフェ
ア２００４が開催されました。HCSからは、グローリー商事（
株）と富士通（株）とのタイアップにて全国展開している金
融業務パッケージシステム「債権書類管理」「手形イメー
ジ管理」などを出展しました。各会場２００名様を超える集
客となり、大盛況となりました。

HCS金融営業部では、主力パッケージシステムを中心
に、平成16年度は売上高４億円を見込んでいます。

●手形交換システム・・・98

●期日管理システム・・・47
●債権書類管理システム・・・25
●手形発行システム・・・17
●住宅金融公庫補完システム・・・9
●汎用イメージ管理システム
口座振替依頼書管理・・・7
本人確認書類管理・・・2
●印鑑検索システム・・・5
●クーポン券管理システム・・・3

＜金融業務システム導入実績＞

⇒HCS産学連携活動 『富山県立大学研究協力会』入会

HCSは、富山県立大学の産学連携活動を学外からサポートし、産業界と大学のパイプ役を担います

富山県立大学では、企業ニーズに基づく共同研究等を通じ、地
域活性化に積極的に取り組んでいくために、県内企業に参加を
呼びかけ、この度「富山県立大学研究協力会」を発足させました。
経済のグローバル化、少子高齢社会の到来、高度情報化の進
展など、我が国は経済、社会ともに大きな転換期を迎えています
が、こうした中、北陸地区の産業界が持続的に発展していくため
には、次代を担うべき力強い新事業・新産業を創出し、育成して
いくことが急務となっています。

研究協力会の事業概要

Ⅰ富山県立大学が実施する交流活動、講演会などの共同開催

Ⅱ産業界から県立大学に対するニーズの発信、集約

Ⅲ大学教員との研究チームの編成、研究活動の支援

今後の｢産学官民｣連携への発展も期待し、HCSでは、今回同研
究協力会に参加し、北陸地域全体の生業経済面での永続的な発
展をお手伝いしてまいります。

HCSニュース


